
鹿
屋
農
業
高
等
学
校
は
畜
産
、
農
業
、

園
芸
、
農
業
機
械
、
農
林
環
境
、
食
と

生
活
の
６
学
科
を
そ
ろ
え
る
。
和
牛
経

営
な
ど
農
業
の
盛
ん
な
肝
属
地
域
に
校

舎
を
構
え
る
同
校
に
は
、
離
島
も
含
む

県
内
外
か
ら
専
門
的
な
農
業
を
学
ぶ
た

め
に
意
欲
あ
る
生
徒
が
集
う
。

畜
産
科
は
3
年
生
33
人
、
2
年
生
20

人
、
１
年
生
15
人
が
所
属
し
、
和
牛
91

頭
、
交
雑
種
2
頭
を
飼
養
。
後
輩
へ
の

知
識
と
技
術
の
継
承
を
図
る
た
め
、
３

学
年
で
の
合
同
実
習
に
力
を
入
れ
る
。

同
科
の
特
徴
の
一
つ
に
、
和
牛
の
生
産

か
ら
育
成
、
肥
育
ま
で
の
一
貫
経
営
を
学

べ
る
環
境
が
あ
る
。
実
習
を
通
し
て
、
子

牛
や
肥
育
牛
の
出
荷
な
ど
も
経
験
す
る
。

和
牛
一
貫
経
営
を
学
べ
る
環
境

県
内
外
か
ら
生
徒
集
う

うちの学校

創立１２９年の歴史と伝統を誇る鹿児島県立鹿屋農業高等学校。

畜産科では肉用牛、酪農、養豚、養鶏と畜産主要部門を全て学べる。

そして、専攻学習により、畜産業を支えるスペシャリストを育成する。

部活動として「鹿児島黒牛研究部」で和牛について学びをさらに深め、

同部は２０２３年度の第７回和牛甲子園で総合評価部門「最優秀賞」に輝いた。

和牛の飼養に汗を流す“高校牛児”の取り組みを紹介する。

近
年
は
受
精
卵
で
の
牛
の
生
産
も
始
め

た
。
畜
産
科
の
篠
原
道
明
先
生
は「
一
貫

体
制
を
通
し
て
、
生
徒
自
身
で
育
て
た

牛
が
、
ど
ん
な
肉
に
な
る
の
か
を
学
べ
る
。

３
年
間
の
限
ら
れ
た
期
間
で
す
が
、
次
の

学
年
や
世
代
に
牛
を
つ
な
ぐ
経
験
も
重
要

な
学
習
で
す
」と
話
す
。

牛
の
管
理
は
専
攻
班
の
当
番
活
動
と
、

部
活
動
の「
鹿
児
島
黒
牛
研
究
部
」で
実

施
す
る
。
部
は
現
在
、
３
年
生
６
人
、

２
年
生
１
人
、
１
年
生
３
人
で
活
動
し
て

お
り
、
生
徒
は
自
主
的
に
昼
休
み
や
休
日

に
も
集
ま
り
、
子
牛
の
哺
乳
や
給
餌
、
草

入
れ
な
ど
の
管
理
を
欠
か
さ
な
い
。
増
永

泰
久
校
長
は「
夏
休
み
も
暑
い
中
、
世
話

を
し
て
い
る
生
徒
を
見
て
い
る
と
、
本
当

に
牛
に
愛
情
を
も
っ
て
接
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
」と
話
す
。

きてみて！

鹿児島県立鹿屋農業高等学校
かのや

増永泰久
校長特　徴

文部科学省から農業経営者育成高等学校の指定
を受け、農業のスペシャリスト育成を目指す。農業
科、園芸科、畜産科の生徒は１年次に「責善寮」
に入寮し、農業者としての資質を養成する。遠隔
地出身者向けの寄宿舎もある。

鹿児島県立
鹿屋農業高等学校

校　名

鹿児島県鹿屋市寿２丁目１７番５号

所在地

明治２８（1895）年5月1日

創　立

 427名
（2024年４月時点）

生徒数

畜産科、農業科、園芸科、農業機械科、

農林環境科、食と生活科

学　科

鹿屋市

鹿児島県

き
も
つ
き
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過
去
の
和
牛
甲
子
園
で
好
成
績
を
残
し

て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
同
校
に
は
地
域
か

ら
注
目
が
集
ま
る
。
第
７
回
和
牛
甲
子
園

に
出
品
し
、
校
訓
の
一
つ
を
冠
し
た「
誠
実

号
」は
地
域
の
血
統
を
利
用
し
た
受
精
卵

移
植
で
誕
生
し
た
。
地
元
農
家
の
勧
め
で

４
年
前
か
ら
計
画
し
、
学
校
で
生
ま
れ
た

牛
が
好
成
績
だ
っ
た
こ
と
で
、
大
会
後
は

地
元
か
ら
の
反
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。

　
同
校
の
卒
業
生
に
は
、
肝
属
地
域
の
和

牛
農
家
が
多
く
、
農
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
直
接
受
け
る
機
会
も
あ
る
。
牛
の
選
抜

や
給
餌
に
つ
い
て
の
助
言
の
他
、
超
音
波

を
使
っ
た
肉
質
の
検
査
を
卒
業
生
の
農
家

か
ら
学
ん
だ
。
篠
原
先
生
は「
地
元
農
家

や
先
輩
が
つ
な
い
で
き
た
和
牛
を
大
切
に

飼
い
、
守
っ
て
い
く
意
識
が
育
っ
て
い
ま
す
」

と
語
る
。

　
和
牛
の
生
産
、
加
工
か
ら
販
売
ま
で
を

行
う
地
元
企
業
と
の
連
携
も
実
施
。
農
業

高
校
向
け
の
枝
肉
共
励
会
へ
の
参
加
や
、

バ
イ
ヤ
ー
を
招
い
た
勉
強
会
、
枝
肉
の
断

面
を
生
徒
が
確
認
す
る
活
動
も
行
っ
て
き

た
。
増
永
校
長
は「
生
徒
の
努
力
に
、
今

後
い
ろ
い
ろ
な
良
い
結
果
が
つ
い
て
く
る
と

思
う
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
」と
笑
顔
で
話

し
た
。

広
が
る
地
域
と
の
連
携

先
輩
の
思
い
を
つ
な
ぐ

第７回和牛甲子園で最優秀賞地元農家や企業からの応援

　竹林面積全国１位の鹿児島県の資源
活用を目的に、地元企業と連携して竹
の活用を進めている。豚肉で肉質向上
効果が確認されている、サイレージ化し
た竹の肥育牛への給与を試験中。脂
肪の質に影響するとされるオレイン酸の
含有量アップが期待できる。敷料に竹
を追加し、消臭効果も検証する
など、無駄のない地域資源
活用を目指している。

竹を活用した飼料

牛の食い込みも良いという

　取材当日、第7回和牛甲子園の副賞
授与式が開かれた。全農畜産サービス
株式会社の田野倉忠之専務が、牛の様
子が遠隔で確認できる養牛カメラの
CAME1000（カメセン）を学生に授与。
田野倉専務は「引き続き、畜産への取り
組みに力を入れてほしい」と激励した。３

年生の森元陽哉さんは「次の大会
に向け、自信のある品質に仕
上げているところ。枝肉
で満点を取り、完全優勝

したい」と力を込めた。

副賞を手渡す田野倉専務（左）

「養牛カメラ」を生かし、
次回大会で完全優勝を目指す

実家も農家で、
寝ても覚めても
牛との生活が
楽しい

毎日学校で、
部員と牛と

顔を合わせるのが
喜び

和 牛 甲 子 園 の 副 賞 授 与 式 地 域 資 源 の 「 竹 」 活 用 を 研 究
かわいい牛と
会えるから、
毎日の世話も
やりがいがある！

牛には手を
掛けただけ、
結果で返って
くるのが面白い

　
24
年
１
月
の
第
７
回
和
牛
甲
子
園
で
、

鹿
児
島
黒
牛
研
究
部
は
取
組
評
価
と
枝
肉

評
価
を
合
わ
せ
た
総
合
評
価
部
門
で
悲
願

の
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。
取
組
評
価
部
門

で
は
、
飼
料
価
格
高
騰
を
受
け
て
、
地
域

の
未
利
用
資
源
で
あ
る
竹
の
活
用
に
加
え
、

受
精
卵
移
植
活
用
の
取
り
組
み
な
ど
が
評

価
さ
れ
審
査
員
特
別
賞
に
選
ば
れ
た
。
枝

肉
評
価
部
門
で
は
最
優
秀
賞
を
獲
得
。
篠

原
先
生
は「
生
徒
が
牛
を
毎
日
見
る
こ
と

で
日
々
の
変
化
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
牛

自
ら
が
生
徒
に
寄
っ
て
く
る
ほ
ど
の
関
係

性
を
つ
く
っ
て
い
る
。
丁
寧
な
管
理
が
結
果

に
結
び
つ
い
た
」と
振
り
返
る
。

　
同
部
は
第
８
回
和
牛
甲
子
園
で
の
連
覇

や
今
後
の
共
励
会
で
の
受
賞
を
見
据
え
、

生
徒
は
夏
休
み
も
牛
の
世
話
を
す
る
た
め
に

学
校
に
通
う
。
生
徒
の
一
人
は「
前
回
大
会

で
他
校
の
飼
養
環
境
な
ど
が
刺
激
に
な
っ

た
。
次
は
前
回
の
自
分
た
ち
を
超
え
る
こ
と

を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
」と
意
気
込
む
。

　
一
方
で
篠
原
先
生
は「
大
会
の
結
果
が

全
て
で
は
な
く
、
ま
ず
は
牛
の
命
を
大
切

に
扱
っ
て
出
荷
す
る
ま
で
を
や
り
き
る
こ

と
が
大
切
。
そ
の
上
で
楽
し
ん
で
仕
事
が

で
き
る
よ
う
な
人
に
育
っ
て
いっ
て
ほ
し
い
」

と
指
導
す
る
。

枝
肉
評
価
部
門
で
他
を
圧
倒

丁
寧
な
管
理
が
実
を
結
ぶ

畜産科 学科主任
篠原道明先生

森元 陽哉さん
もりもと　はる や

浦﨑 聖斗さん
うらさき  まさ  と

命を扱う自覚を持って、楽しんで仕事のできる人になろう

長嶺 葉月さん
ながみね はづき

門原 真央さん
かどはら　ま  お
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